
ty
ぷ.371

示談
iH･ぷ 2゛⊇。

匈=si
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　町消費老友の会（菱田素子会長）の「親子ﾉふ机あ

い料理教室」が、２月10日と1ｧ日の２回にわたって

睦小学校で開催され、５・６年生の子供応ちとその

母親、約50名刀参加して、魚や回んぴよう、野菜な

どを使つ応和食料理回挑賊しまし応。

　こ机は、同友の今回幌の委託を受けて開いたもの

で、開催回先だ今偏食を防ぐための食生活診断が行

ｵっ拉、その診断書は子供応今回渡されました。

　料理ができあ刀ると、みんなで言づつみを打ちな

がら、楽しいひとときを追ごしました。
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すすんで受けよう

　　良ム診」チェックを

忍
び
寄
る

　
　
成
人
病

　
自
覚
症
状
が
な
い
と
、
健
康
だ
と

思
い
が
ち
で
す
。
で
も
、
高
血
圧
や

動
脈
硬
化
、
癌
、
心
臓
病
な
ど
の
成

人
病
は
、
無
症
状
の
ま
ま
進
行
す
る

こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

健
診
を
受
け
よ
う

　
あ
る
日
突
然
、
心
臓
病
の
発
作
が

起
こ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
原
因
と

な
る
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
な
ど
は
、

1
0
年
も
2
0
年
も
前
か
ら
飴
ま
っ
て
い

た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
用
心
の
た
め
、
定
期
的
に
健

診
を
受
け
て
、
自
分
の
健
康
状
態
を

継
続
的
に
把
捉
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
「
病
気
が
見
つ
か
る
と
こ

わ
い
」
な
ど
の
理
由
で
健
診
を
受
け

な
い
方
が
い
る
よ
う
で
す
が
、
健
診

を
受
け
な
い
た
め
に
手
遅
れ
に
な
っ

て
し
ま
う
方
が
も
っ
と
こ
わ
い
の
で

す
。早

期
発
見
が

　
い
か
に
大
切
か

　
成
人
病
は
、
初

期
の
段
階
で
は
あ

ま
り
自
覚
病
状
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　
特
に
癌
の
場
合

な
ど
は
、
外
米
で

発
見
さ
れ
た
人
よ

り
、
検
診
で
発
見

さ
れ
た
人
の
方
が

生
存
串
が
高
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
検
診

で
・
発
見
さ
れ
た
癌

は
、
早
期
癌
が
多

い
た
め
で
す
。
毎

年
、
定
期
的
に
健

診
を
受
け
て
い
れ
ば
、
た
と
え
癌
に

な
っ
た
と
し
て
も
手
遅
れ
に
な
る
前

に
発
見
で
き
る
た
め
で
す
。

あ
な
た
は
タ
バ
コ
を
吸
い
ま
す
か

年
に
一
度
は
必
ず

　
健
康
診
査
を

　
受
け
ま
し
ょ
う

　
　
「
昨
年
異
常
が
な
か
っ
た
か
ら
今

年
は
受
け
な
い
」
と
い
う
人
が
い
ま

す
が
、
た
い
へ
ん
危
険
な
考
え
方
で

す
。
一
年
前
の
健
診
の
検
査
結
果
で

は
古
す
ぎ
ま
す
。
最
低
、
年
に
一
度

は
必
ず
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

健
診
の
結
果
を

日
常
生
活
に

生
か
そ
う

　
　
ゝ

　
健
診
は
、
病
気
の
早
期
発
見
以
外

に
生
活
習
慣
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

も
大
き
な
目
的
で
す
。
継
続
的
に
受

診
し
て
、
検
査
の
数
値
か
ら
自
分
な

り
の
正
常
値
を
っ
か
み
、
そ
れ
を
越

え
た
と
き
に
専
門
医
の
指
導
を
受
け

る
Ｉ
Ｉ
Ｉ
と
い
う
よ
う
に
、
日
常
の

健
康
管
理
に
生
か
す
こ
と
が
大
切
で

す
。選

べ
ま
す

　
　
健
診
日

　
町
で
お
こ
な
う
健
康
診
査
は
、
会

場
の
都
合
に
よ
り
決
め
ら
れ
た
日
程

言
打
っ
て
お
り
ま
す
が
、
当
日
都
合

が
悪
く
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
都

合
の
良
い
日
に
他
の
健
診
会
場
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

★
健
康
診
査
の
お
問
合
せ
は
、
保
健

　
課
健
康
増
進
係
（
賠
Ｉ
り
乙
り
ｏ
４
内

　
線
１
１
０
番
）
　
へ
。
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人間ドック検診費用の

助成制度を始めます
一国保加入者１人につき３万円の補助／－

　壬生町国民健康保険条例が施行され

てから、30周年を迎えました。

　町では、これを機に平成２年度から

人間ドック検診（１泊２日）を受検さ

れる方を対象に、費用助成を行うこと

になりました｡お早めに申込み下さい。

①
壬
生
町
国
民
健
康
保
険
の
披
保
険

　
者
で
年
齢
三
五
歳
以
上
七
〇
歳
末

　
満
の
方
。
（
老
人
保
健
法
の
適
用

　
を
受
け
て
い
る
方
を
除
玉

②
検
診
予
定
日
前
過
去
一
年
間
に
人

　
間
ド
ッ
ク
の
検
診
を
受
け
て
い
な

　
い
方
。

③
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い

　
る
世
帯
に
属
す
る
方
。

検
診
機
関
は
壬
生
町
が
契
約
し
た

検
診
機
関
だ
け
で
す
。

検
診
日
に
っ
い
て
は
、
平
成
二
年

五
月
か
ら
平
成
三
年
二
月
ま
で
の

期
間
で
月
十
名
程
度
を
予
定
し
て

●

い
ま
す
。

-

　
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
は
、
短
期
人

間
ド
ッ
ク
（
一
泊
二
日
）
の
場
合
、

約
六
〇
、
〇
〇
〇
円
程
度
（
消
費
税

別
）
で
す
が
、
国
民
健
康
保
険
披
保

険
者
一
人
に
つ
き
三
〇
、
〇
〇
〇
円

を
補
助
し
ま
す
。

◇

請

　
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
人
間
ド
ッ

ク
検
診
助
成
申
請
書
に
、
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

後
日
審
査
し
、
助
成
金
支
給
決
定
通

知
書
と
人
間
ド
ッ
ク
検
診
券
を
交
付

し
ま
す
。

　
検
診
機
関
で
受
け
る
際
に
人
間
ド

ッ
ク
検
診
券
を
提
出
し
、
個
人
負
担

分
の
金
額
だ
け
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

補
助
金
の
三
万
円
は
、
検
診
機
関
の

請
求
に
よ
り
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。お

を

　
検
診
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
年
度
壬
生
町
国
民
健
康
保
健
予
算

の
範
囲
内
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
助

成
す
る
人
員
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

四
月
十
日
か
ら
受
付
し
ま
す
の
で
、

お
早
目
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。
（
印

鑑
、
国
保
被
保
険
者
証
持
参
の
こ
言

問
合
せ
先
　
保
健
課
保
険
係
［
］
八
二

－
一
二
三
四
内
線
一
〇
八
・
一
〇
九

○
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健
康
が
い
ち
ば
ん

早
期
発
見
の
た
め
に
（
結
核
・
肺
が
ん
）
検
診
は
必
ず
受
け
ま
し
ょ

　
結
核
は
、
抗
結
核
薬
の
開
発
や
結

核
対
策
の
推
進
、
生
活
水
準
の
向
上

な
ど
に
よ
り
、
戦
後
、
急
速
に
減
少

す
る
と
共
に
そ
の
関
心
が
薄
れ
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
我
国
で
は
今
な
お
年
間

五
万
七
干
人
の
新
し
い
患
者
と
、
約

四
千
人
の
死
亡
が
あ
り
、
最
大
の
感

染
性
の
病
気
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

　
当
町
に
お
い
て
も
、
結
核
患
者
は

減
少
し
て
い
ま
せ
ん
。
特
に
体
力
の

落
ち
る
高
年
齢
音
調
に
多
く
見
ら
れ

ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
年
に
最
低
一
回
は
胸

の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
受
け
る
こ
と

こ
そ
、
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
最
大

の
決
め
手
で
す
。

　
町
で
は
、
毎
年
住
民
検
診
を
実
施

し
、
希
望
の
方
に
は
同
時
に
肺
が
ん

検
診
も
行
い
、
多
く
の
人
が
受
診
さ

れ
ま
し
た
。

　
健
康
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
早
期
発
見
の

た
め
に
も
必
ず
検
診
を
受
け
ま
し
よ
う
。

ふ
ノ

レントゲン検診受診状況
]自治会名 -該個者 受診者 受診率 自治会名 該当者 受診者 受診率
下　　表　　町 221 154 69.7 釜　　ケ　　淵 75 29 38.7
中　　表　町 81

　　　　　55

＝　　¶¶㎜■=＝

　　　　　75

67.9 原　　　　坪 176 78 44.3
下　　横　　町 115

-93

65.2 鹿　　　　　島 177 １１２ 63.3
今　　　　丼 79 84.9 下　馬　　木 135 54 40.0
上　　表　　町 ｀　　208 159 76.4 下　　　　町 179 84 46.9
東　　下　　台 .　　197 130 66.0 上　　　　町 256 85 33.2
奴　　東　　町 y　93 60 64.5 本　　　　郷 174 79 45.4
舟　　　　町 、ヽしご99 65 65.フ白根　こ　　　原 132 36 27.3
jﾐ米　　　　町　｀-ふ106 ｱ3 68.9 酉　　　　゛胆 105 48 45.フ
仲　　通　　町　　　州 74 66.7 中　　　　失 訓３ 39 34.5
上　　通　　町 121 91 75.2 北　　　　原 88 39 44.3
三　　好　　町 107 60 56.1 台　　　　宿 78 30 38.5
旭　　　　町’　168 　83

125

49.4 下　　　　坪 102 44 43.1
万　　　　　町　　　172 72.7 東　　　　原 訓７ 93 79.5
上　　新　　町　　　!86 124 66.7 鯉　　　　　沼 92 28 30.4
下　　馬　　木　　　147 85 5ﾌ.8 福　　和　　田 208 140 67.3
西　　高　　野 137 74 54.0 こ　小　　計 尚尚影印7 1土o稀ｿﾞ､.ゾ……4･､6､､;.､1、

ご妓　　　　内 160 121 75.6 該当者 受診者 受診率
ｽ城ヽ　　　南’ １75 １１８ 67.4 笈白　小………林y 194 126 64.9
]馬　　　　楊 96 85 88.5 じ安　＞塚　二半 272 165 60.7
原　　　　　宿 63 ９ １４．３安　塚　二 239 173 72.4
田　　　　　向 78 47 60.3 上　　長　　田 179 124 69.3
上　　　　　坪 35 １７ 48.6 上　　　　　田 300 196 65.3
前　宿　坪 110 54 49.1 中　　　　泉 241 101 41.9
台　　　　坪 93 36 38.7 肋　　　　谷 184 ｱ0 38.4
星　　の　　宮 124 ﾌﾌ 62.1 薗　谷　原、 59 30 50.8
至　宝　町　北 210 128 61 .0 国　　谷　　－ 126 73 57.9
匹六∧美北部 294 193 65.6 1国………谷汗士二万 180 108 60.0
叉ればりケ丘。 83 39 47.0 爾爪子:谷三才三 108 62 57.4
5ﾐ緑臣　町　　－一一 82 57 69.5 と掲示1白U協j゛|゛ssl,,l灘,j

２ ２ 100.0
ｻ緑丿　町　　コ 73 42 57.5 ｡緑ゾブ冊ｿﾞ…………J三,｀･j゛ 62 40 64.5
倖　　町　　－ 101 66 65.3 緑　゛司尚四 .32 １７ 53.1
幸　　町　　コ 110

137

90 81.8 国　谷　外　道 154 ｱ6 49.4
幸　　町　　三 97 ｱ0.8 安　塚　三 154 109 70.8
幸　　町　　四 66 44 66.７ 安　塚　南　部 164 121 73.8
お　も　ち　や 100 85 85.0 老　　　　　．草 44 25 56.8
い　　ず　　み 82 69 84.1 混国　谷本∧田｡． 48 １７ 35.4
回六。美南一 209 130 62.2 ]冑犬塚土中三矢1 227 152 67.0
玉東白土二　　塚］

－
　　　　　　74

38 51.4 仁俳言]三彩三回 2,969 1,787 60.2
1六言美二南①こ］ 175 104 59.4
下水台□団]]地万｀､゛ 46 22 47.8

゛ 夕 ｀ 3 以 、 ゛ l ｀ S ､ ゛ ｀ S ・ ｀ ゛ ; ｀ l . 3 ″ ， ､ ､ ぶ ･ ､ ､ ; ･ ､ ･ ｀ ゛ a Z I S I

駅､……東団･･地． 59 51 86.4
至　宝　町　南 265 156 58.9

小　　　計 ノ　5,462 3,541 64.8 合　　計　： 10,638 6,346 59.７
一一-

W

-、

　　　｀Wr

※結果通知のなかつた方は、異常ありません。
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凹四９茜固函９習
　届出は契約の６週間前（

までにしましょう　　

）

当事者

届出

市町村

知　事

審査

ＮＯ

価格

利用目的

ＯＫ

不勧告

　　届出の必要な土地

一定面積以上

売買などの取引

従わない

公∧)表]

従う

契　約

　　この価格

　では､私には

　高すぎるのですか。

。

ly

　とにかく一度

　届出をして､'県

の示す指導価格を

見てから､価格に

ついて相談しま

　しょう。

売主

　
人
ん
ん
ん
ん

　
る
４
ｃ
４
ｃ
４
ｃ
曳
‘

　
売
甲
乙
丙
丁

止

買う人

Ａさん

- … … … １

　
個
々
の
取
引
面
積
は
小
さ
く
と
も
、
合
計
し

て
い
く
と
】
定
面
積
以
上
と
な
る
よ
う
な
一
団

の
生
地
取
引
は
個
々
の
取
引
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

一
団
の
土
地
取
引

(い十ろ十は＋に) ≧一定面積

壬生町民憲章　１．思いやりに満ちた心であたたかい社会をつくります
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腿座咄回目忠

　ａ白眉圀徊ぼi1弓７公団

下
水
道
が
使
用
で
き
る

　
　
　
　
み
な
さ
ん
へ

　
ト
イ
レ
の
水
洗
化
工
事
を
行
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
排
水

設
備
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
公
共
下
水
道
施
設
が
整
備
さ
れ
る
と
、
処
理
区
域
（
水
洗
化
で

き
る
地
域
）
の
み
な
さ
ん
は
、
三
年
以
内
に
公
共
下
水
道
に
接
続

す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

排水設備の設置例

　　　公共下水道

(町で設置・管理する部分)

　　　’排水設備

（個人で設置・管理する部分）

W

　
病
を
予
防
し
ま
す
。

○
衛
生
的
で
家
の
中
に
悪
臭
が
広
が

　
り
ま
せ
ん
。

○
幼
児
や
老
人
で
も
安
心
し
て
使
用

　
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
く
み
取
り
の
か
ず
ら
わ
し
さ
が
な

　
く
な
り
ま
す
。

○
腰
掛
式
を
使
う
と
、
お
年
寄
り
や

　
高
血
圧
の
か
で
も
楽
に
使
用
で
き
、

　
痔
の
ｆ
防
に
も
な
り
ま
す
。

‾１

ﾄﾞ&
造

排水設備(水洗便所改造)

工事の手続きへ、

W

　
水
洗
化
の
工
事
は
約
二
日
上
二
日

間
で
す
。
そ
の
う
ち
ト
イ
レ
は
半
日

か
ら
一
日
ぐ
ら
い
で
す
。

　
工
事
の
施
工
は
、
①
排
水
管
や
汚

水
ま
す
の
工
事
、
②
浴
槽
や
台
所
に

ト
ラ
ッ
プ
（
防
臭
装
置
）
の
取
り
付

け
工
事
、
③
便
槽
の
し
尿
を
く
み
取

り
消
灘
し
砂
で
埋
め
る
、
④
水
洗
用

の
便
器
や
タ
ン
ク
を
取
り
付
け
、
⑤

給
水
の
配
管
と
水
漏
れ
な
ど
の
検
在

を
し
て
完
了
し
ま
す
。

下水道を使用すー①ﾆI淳依軒し盲永往蚤①⑤仁こづ

壬生町民憲章　１．働くことによろこびをもち豊かな生活をきずきます
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改
造
の
費
用

　
標
準
と
し
て
約
三
十
五
万
円
で
す
。

　
排
水
管
の
長
さ
や
水
洗
ト
イ
レ
の

種
類
に
よ
り
差
が
で
ま
す
。

工
事
の
手
続
き

　
工
事
の
手
続
き
は
、
皆
さ
ん
と
公

認
工
事
店
と
の
契
約
で
す
。
公
認
工

事
店
は
、
申
請
手
続
き
を
代
行
し
、

責
任
施
工
し
ま
す
。

　
工
事
完
了
後
、
町
が
検
査
し
ま
す
。

　
排
水
設
備
は
皆
さ
ん
が
維
持
管
理

を
し
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
を
訪
ぐ
た
め
、

工
事
店
と
契
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

使
用

ト
ー
ー

｜

｜

公
共
下
水
道
の
使
用
に
つ
い
て
は

、
４
　
施
設
の
正
常
な
機
能
を
保
つ
た
め
、
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次
の
こ
と
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

①
町
の
下
水
道
は
汚
水
だ
け
を
流
す

　
分
次
式
で
す
。
雨
水
は
絶
対
に
流

　
才
一
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
水
に
溶
け
な
い
も
の
（
ビ
ニ
ー
ル

　
類
・
布
く
ず
・
固
い
紙
な
ど
）
を

　
次
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
台
所
・
浴
室
の
汚
水
流
出
口
に
、

４．

　
ご
み
除
き
を
取
り
つ
け
た
り
し
て

　
ご
み
や
野
菜
く
ず
・
残
飯
な
ど
を

　
流
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
き
い
。

④
ト
イ
レ
に
は
必
ず
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

　
ー
パ
ー
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
悪
質
下
水
は
「
除
外
施
設
」
を
設

　
け
て
く
だ
さ
い
。

クリーンセンターで始動式

最新技術で｢無公害な｣し尿処理を行う施設

多目的広場や公園も整備し町民憩いの場に

　
以
上
、
公
共
下
水
道
に
か
か
わ
る

排
水
設
備
の
設
置
に
つ
い
て
話
し
て

き
ま
し
た
が
、
安
全
で
快
適
な
生
活

環
境
を
作
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
大
町
南
部
の
黒
川
と
思
川
合
流
地

点
に
建
設
中
の
し
尿
処
理
施
設
「
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
始
動
式
が
、

二
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
今
ま
で

く
み
取
り
し
尿
を
お
も
ち
や
の
ま
ち

に
あ
る
公
共
下
水
道
終
末
処
理
場
で

,-･

　
　
　
　
　
）

処
理
し
て
い
た
も
の
を
、
し
尿
専
門

の
施
設
を
建
設
し
、
下
水
と
し
尿
を

分
離
し
、
町
発
展
の
長
期
的
、
効
率

的
な
処
理
態
勢
を
目
ぎ
し
て
、
昭
和

五
ト
七
年
度
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
発
足
さ
せ
、
昭
和
六
十
三
年

度
か
ら
一
一
年
を
か
け
て
建
設
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
本
稼
動
は
四
月

一
日
で
す
。

　
同
施
設
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利

用
し
た
最
新
式
の
「
高
負
荷
脱
窒
素

処
理
方
式
」
を
採
用
、
無
公
害
で
約

一
週
間
で
き
れ
い
な
水
と
し
て
川
に

放
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
施
設

間
積
は
約
八
千
七
亘
平
方
言
に
処
理

始動スイッチを押す檜井町長（左）と篠島議長

棟
（
地
下
一
階
、
地
上
二
階
、
延
べ

床
面
積
一
、
〇
一
五
平
方
打
）
と
管

理
棟
（
同
三
一
六
平
方
言
を
建
築

し
ま
し
た
。
一
日
の
処
理
能
力
は
、

三
十
六
キ
ロ
‥
ぃ
で
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
地
元
還
元

事
業
と
し
て
多
目
的
広
場
や
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、
公
園

を
整
備
中
で
、
町
民
の
健
康
増
進
及

び
憩
い
の
場
と
し
て
多
い
に
利
用
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
同
事
業
は
、
厚
生
年
金
・

国
民
年
金
権
立
金
還
元
融
資
を
受
け

て
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

壬生町民憲章　１．きまりを守り互いに信じあう明るい町をつくります



さようなら…佐藤正幸先生

　故･佐藤正幸先生合同葬を挙行

　去る１月31日に逝去された、壬生町名誉町民・

前壬生町長・前壬生町農業協同組合長、故佐藤正

幸先生の町と町農協による合同葬が、３月４日、

檜井町長を葬儀委員長に、町民体育館でしめやか

に執り行われました。

　葬儀には､ありしロの佐藤先生を詰んで､国会議

員をはしめ県・県議会などから多数の会葬者が参

列レ生前における先生のご活躍、ご親交の広さ

がうかがわれました。

　ここに、謹んで哀悼の意を表するとともに、ご

冥福をお祈り申しあげます。

二
月
十
八
日
執
行

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
結
果

　
第
三
十
九
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

が
、
去
る
二
月
十
八
日
に
行
わ
れ
、

本
町
で
も
十
九
か
所
の
投
票
所
で
一

斉
に
投
票
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
投
票
者
数
を
見
る
と
、
男

九
、
七
二
二
人
、
女
九
、
七
四
四
人

の
計
一
九
、
四
六
六
人
で
、
全
体
の

投
票
率
は
六
九
・
九
三
％
と
な
り
、

昭
和
六
十
一
年
に
行
わ
れ
た
前
回
を

三
・
二
％
上
回
り
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
け
る
開
票
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
届
出
順
）

　
　
　
藤
尾
正
行
　
二
、
〇
一
四
票

　
　
　
武
藤
山
治
　
三
、
四
四
八
票

　
　
　
稲
村
利
幸
　
三
、
六
九
四
票

　
　
　
藤
掛
久
夫
　
　
　
五
四
六
票

　
　
　
進
藤
初
洋
　
　
　
五
四
二
票

　
　
　
植
竹
繁
雄
　
三
、
〇
コ
ハ
票

　
　
　
神
ｍ
　
厚
　
三
、
三
五
二
票

　
　
　
水
谷
　
弘
　
三
五
八
四
票

　
　
　
坂
本
歌
義
　
　
　
　
七
七
票

　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
匹

衆議院選挙開票風景

状　況i汪i
牙t投

投
票
区

投要所名

選挙当日の有権者数 投票者数 投　票　率

男 女 計 男 女 計 男 女 計

１ 壬生中央公民館 2､387 2､474 4,861 1,727 １,791 3､518 ｱ2､35 尾39 72,37

２ 上新聞公民館 832 897 1､729 606 646 1.252 72.84 ｱ2.02 72.41

３ 旭町公民館 523 505 1,028 378 352 730 72､28 69.70 71.01

４ 藤井中央公民館　423 464 887 321 324 645 75.89，69.83 72,72

５ 壬生東小学級体膏館 1,538 1､551 3.089 1,107 1,006 2,113 几98 64,86 68､40

６ 原坪公民館 369 371 740 290 261 551 ｱ8.59 70.35 74,46

フ 稲葉地区公民館 470 513 983 376 367 ｱ43 80,00 71､54 ｱ5.58

８ ゼツ石公民館 2ｱﾌ 270 547，183 193 376 66.06 ZI.48，68.74

９ 羽生田小学校体育館
426 445 871 317 3刎 628 74.41 69.89 72,10

10

鯉沼公民館i　378 404 782 267 273 540 ZO､63 67.57 69.05

11 ｔ小林公民館 228 234 462 172 173 345 ｱ5.44 73.93 74.68

12 安塚小学校体育館 1,601 1,698 3､299 1､094 1,145 2､239 68,33 67､43 67.87

13 上長田公民館 239 245 484 182 163 345 76.15 66.53 ｱ1.28

14 上田公民館 292 294 586 215 222 437 73.63 75,51 74.57

15 助谷公民館 2?5 215 440 155 146 301 68.89 67､91 68,41

16 中泉公民館 240 235 4乃 186 151 337 ﾌｱ.50 64,26 70,95

17 おもちや団地厚生会館 1､210 1,184 2,394 819 ｱ88 1,GOﾌ 67.69 66.55 67j3

18 独協医科大学体育蝕 729 1,071 1,800

502 604 1､106 68,86 56,40 61.44

19 六　美　会　館 1､176 1,202 2,378 825 828 1,653 70.15 68､89 69,51

合　　計 13,563 14,272 27,835 9,722 9,744 19,466 ｱ1.68 68.27 69,93

-へ

一
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力と技の好勝負

　を展開
第３回町民綱引大会

　
第
三
回
町
民
綱
引
き
大
会
が
二
月

四
日
、
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

男
子
二
十
九
チ
ー
ム
、
女
子
十
二
チ

ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
試
合
形
式
は
、
は
じ
め
ご
〒
四
チ

ー
ム
の
り
Ｉ
グ
戦
を
行
い
、
次
に
リ

ー
ダ
ー
位
チ
ー
ム
に
よ
る
勝
ち
抜
き

戦
で
、
決
勝
は
三
本
勝
負
を
行
い
ま

し
た
。

　
自
治
会
や
会
社
な
ど
で
選
び
抜
か

れ
、
そ
し
て
、
鍛
え
ら
れ
た
選
手
た

ち
が
出
場
し
、
時
間
無
制
限
の
試
合

に
各
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
は
、
全
力

で
顔
を
真
赤
に
し
な
が
ら
か
け
声
い

さ
ま
し
く
引
き
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男
子
の
部

　
優
　
勝

準
優
勝

敢
闘
賞

J

心

壬
生
下
馬
木
Ａ
チ
ー
ム

　
（
二
年
連
続
）

六
美
可
北
部
チ
ー
ム

武
藤
組
チ
ー
ム

10人なわとびに

　チャレンジ

女
子
の
部

　
優
　
勝

　
準
優
芦

　
敢
闘
賞

第１回10人なわとび大会

中
　
泉
チ
ー
ム

馬
場
Ａ
チ
ー
ム
、

下
表
町
チ
ー
ム

吋
心

　
二
月
二
十
五
日
、
町
民
体
育
館
で

第
一
回
十
人
な
わ
と
び
大
会
が
行
わ

と
も
に
、
現
在
、
全
国
第
三
位
の
記

録
で
あ
る
一
三
三
間
を
破
る
好
成
績

　
（
全
国
最
高
は
二
七
三
回
）
を
出
し

ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

れ
、
十
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
記
録
に
　
　
優
　
勝
　
東
下
台
Ｃ
チ
ー
ム

挑
戦
し
ま
し
た
。

　
だ
れ
で
も
経
験
が
あ
り
、
一
人
な
　
　
準
優
勝

ら
上
手
に
跳
べ
る
ぶ
わ
と
び
乞
、

十
人
い
っ
し
ょ
に
と
な
る
と
、
回
し
　
　
第
三
位

手
と
の
呼
吸
や
リ
ズ
ム
感
、
そ
し
て

練
習
量
の
多
少
な
ど
に
よ
り
な
か
な

か
う
ま
く
揃
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
日
は
、
日
本
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
協
会
公
認
の
ル
ー
ル
に
従
い
、

ス
タ
ー
ト
か
ら
３
分
以
内
に
十
人
が

揃
い
、
そ
の
時
八
か
ら
の
回
数
を
競

い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
上
位
の
一
ネ
ー
ム
が

　
　
　
　
　
　
皿
四
三
回

東
下
台
ャ
ン
ワ
ス
タ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
ー
三
五
回

租
小
き
よ
ん
し
い
ず

　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
回
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食事と健康面私
た
ち
の
主
食

　
わ
た
し
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
、

禾
は
主
食
と
し
て
無
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
す
が
、
食
生
活
が
欧
米
化

そ
こ
見
栄
と
パ
ン
を
比
べ
て
み

パ
ン

　
ト
ー
ス
ト
十
二
枚

　
づ
之
は
、
小
麦
を
粉
に
ひ
い
て
加

工
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
作
る
過
程

か
ら
す
で
に
砂
糖
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
う
え
、
バ
タ
ー
や
ジ
ャ
ム

な
ど
を
ぬ
っ
て
食
べ
る
の
で
、
糖
分

し
た
今
日
で
は
、
パ
ン
を
食
べ
る
人
　
　
や
脂
肪
分
の
寺
不
ル
ギ
ー
過
多
に
な

が
ず
い
ぶ
ん
増
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
り
が
ち
で
す
。

壬生町社会福祉

協議会職員募集

１名(男女は問いません)

30歳未満の方で

普通自動車免許所有

３月20日～30日

履歴書

１．募集人員

２．資　　格

３．受付期間

４．提出書類

５．給　　与　町規則に準ずる

６．試験日　４月10日

７．問合せ先　壬生町社会福祉協議会

　　　　　　　(T E L82－3588)

8.採用日　５月１日

●･

心

　
　
し
か
し
、
日
本
人
に
不
足
し
が
ち

　
な
牛
乳
が
飲
み
や
す
い
利
点
は
あ
り

　
ま
す
。

ご
は
ん

詰ここに1

　
ご
飯
は
、
『
粒
食
』
な
の
で
自
然

と
噛
む
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

噛
む
こ
と
の
効
用
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
満
腹
感
が
出
て
肥
満
予
防

に
つ
な
が
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
で
す
。

た
だ
し
、
つ
け
も
の
や
味
噌
汁
な
ど

迄
辛
い
も
の
と
の
相
性
が
良
い
の
で

塩
分
の
と
り
す
ぎ
に
は
気
を
っ
け
た

い
も
の
で
す
。

　
づ
ご
に
し
て
も
ご
飯
に
し
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
に
美
味
し
い
も
の
で
す
。

毎
日
食
べ
る
主
食
だ
か
ら
こ
そ
、
そ

の
質
に
こ
だ
わ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
米
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
や
ビ
タ
ミ
ン

Ｅ
を
豊
富
に
含
ん
だ
「
胚
芽
米
」
、

プ
ヱ
は
精
製
さ
れ
す
ぎ
な
い
「
全
粒

粉
の
パ
ン
」
を
選
抜
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

｀
．
４
．
・
・
．
４
…
・
。
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｔ
４
．
・
．
４
．
・
．
き
・
．
４
．
…
・
・
．
Ｉ

Ｊ

図

S 〃 I I I l s f l n l 〃

粘り

　
図
書
館

　
　
十
年
の
あ
ゆ
み

　
図
書
館
は
平
成
元
年
度
で
開
館
1
0

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
あ
ゆ
み

を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

昭
和
５
４
年

　
７
月
　
役
場
の
貪
庫
を
改
造
し
て

　
　
　
開
館
。
週
１
日
（
土
曜
日
）

昭
和
５
６
年

　
４
月
　
専
任
の
職
員
（
１
名
）
配

　
　
　
置
さ
れ
る
。

昭
和
５
７
年

　
４
月
　
専
任
の
職
員
に
司
書
が
配

　
　
　
置
さ
れ
る
。

　
１
１
月
　
週
５
日
（
水
～
土
曜
日
）

昭
和
５
９
年

　
４
月
　
専
任
の
職
員
２
名
（
と
も

　
　
　
に
司
書
）
に
な
る
。

　
５
月
　
新
館
着
工
。

昭
和
６
０
年

　
１
１
月
　
新
館
オ
ー
ブ
ン
。

　
　
　
　
日
曜
日
も
開
館
に
な
る
。

昭
和
6
1
年

　
４
月
　
専
任
の
館
長
が
置
か
れ
る
。

Ｉ
Ｉ
＝
４
Ｉ
Ｉ
４
－
４
を

孝一

-

４

Ｓ

　
８
月
　
紙
芝
居
の
会
は
じ
ま
る
。

　
1
0
月
　
Ｊ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
開
始
。

昭
和
６
２
年

　
４
月
　
職
員
１
名
（
司
書
）
ふ
え

　
　
　
る
（
1
2
月
に
１
名
退
職
）
。

昭
和
6
4
・
平
成
元
年

　
１
月
　
Ｊ
ン
ビ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た

　
　
　
運
営
は
じ
ま
る
。

　
一
‥
八
月
　
四
ゆ
う
が
お
・
み
ぶ
　
の

　
　
　
巡
回
は
じ
ま
る
毎
ケ
所
）

　
こ
の
間
に
、
予
算
は
8
0
万
円
か
ら

２
千
９
百
万
円
に
、
蔵
書
は
６
千
骨

か
ら
６
万
冊
に
。
利
用
（
貸
出
）
も

９
千
冊
か
ら
７
万
冊
に
、
そ
れ
ぞ
れ

順
調
に
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。

　
生
涯
学
習
が
い
ま
声
高
に
語
ら
れ

||ﾄφIIlhφφ－||IIφIIIII争lllφ砂φ||II争IIIIφ・φHIIφ||IIφIIHφsφlnlφφφ||II－||IIφIlφ9φ||IIφJφ||IlfllMφφφIIIﾄφ･φsφIIIIφIIIlfj

て
い
ま
す
。
図
書
館
も
機
会
提
供
の
一

場
の
い
つ
と
し
て
、
な
お
Ｉ
層
の
光
一

実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
四
ゆ
う
が
お
・
み
ぶ
　
巡
回
予
定

ｏ
４
月
１
３
日
溺
　
藤
井
小
学
校

０
４
月
1
8
日
出
　
安
塚
小
学
校

０
４
月
１
９
日
出
　
東
小
学
校

０
４
月
2
0
日
溺
　
稲
葉
地
区
公
民
館

０
４
月
2
5
日
出
（
幸
町
一
丁
目
）

な
か
た
洋
品
店
西
側
一

ｏ
４
月
2
6
日
出
　
羽
生
田
小
学
校

０
４
月
2
7
日
白
　
北
小
学
校

　
※
時
間
は
い
ず
れ
も

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時
ま
で

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

I I I 〃 ・ 〃
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国民年金の保険料が原品Ｏ回ロ今回
● 〃 ゝ . J - ゝ J

－４月から8j400円1に≒ご‥……

　(付加の場合は8,800円)

前納制度を活用しよう
　　　＝月８，４００円

十付加＝月８，８００円

定額

定額
国民年金の保険料

心 ゛

　を一括して前納することができます。

　前納しますと、毎月納める手間が省けるとともに納め

忘れも防ぐことができます。

　また、納める額も割引きされ、お得となりますので、

ぜひ前納制度をご活用ください。

　　＜１年分前納した場合〉

毎月納付 前　　納 割引額

定額保険料 100,800円 98､370円 2,430円

定額十付加 105,600円 103,050円 2,550円

　前納期限　４月27日宙

※お問合せは、住民課国民年金係fi82－1234へ。

た
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め

に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

①
会
員
権
が
本
当
に
自
分
に
必
要
か
ど
う
か
。

②
施
設
の
現
状
、
会
員
数
、
週
末
や
行
楽
シ
ー
ズ
ン

　
中
の
利
用
実
態
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

③
入
会
金
や
保
証
金
な
ど
具
体
的
に
支
払
う
お
金
が

　
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
を
確
認
す
る
。

④
会
黄
楊
を
買
う
と
き
、
契
約
書
と
と
も
に
「
会
則
」

　
を
よ
く
調
べ
、
会
員
の
種
別
、
入
退
会
の
手
続
き

年
会
費
、
会
の
運
営
方
法
な
ど
で

認
し
て
か
ら
サ
イ
ン
す
る
。

〃 - ･ 〃 - ･ 〃 r ≒ J 〃 ゝ / ゝ 〃 s J 〃 s a 〃 - J 〃 s ･ 〃 r ゝ ･ 〃 ゝ ･ 〃 ゝ J S l s J S 一 一 s J 〃 r ゝ ･ 〃 ≒ ･ 〃 ≒ S y ¶ ゝ J ゝ S ’ ¶ J 〃 ゝ J J

心巍飽揃Ｌ
狛趾立Ｌ

年金収入は雑所得

　
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
な
ど
の
公

的
年
金
や
生
命
保
険
・
郵
便
年
金
な

ど
の
私
的
年
金
を
受
け
取
っ
た
と
き

に
は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得
税
が
か

か
り
ま
す
。

　
〈
公
的
年
金
と
は
〉

①
国
民
年
金
法
、
厚
生
年
金
保
険
法

　
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法
な
ど

雑所得の計算
1公的年金】
　公的年金等　　　　公的年金　＿　雑所得[5武器]づ儡昌]＝[ll]

　公的年金等控除額の算出方法は、受給者の年齢が

65歳以上が否がで異なり、次の表になります。

　〈公的年金等控除額〉

●65歳未満の人

　
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
年
金
。

②
恩
給
（
一
時
恩
給
を
除
く
）
や
過

　
去
の
勤
務
に
基
づ
き
、
使
用
者
で

　
あ
っ
た
者
か
ら
支
給
さ
れ
る
年
金
。

③
適
格
退
職
年
金
契
約
に
基
づ
い
て

　
支
給
を
受
け
る
年
金
。

　
〈
私
的
年
金
と
は
〉

①
生
命
保
険
契
約
、
郵
便
年
金
契
約

　
若
し
く
は
生
命
共
済
に
関
す
る
契

　
約
に
基
づ
く
年
金
。

②
退
職
金
共
済
、
退
職
年
金
契
約
に

　
基
づ
く
年
金
。

〈
年
金
収
入
と
確
定
申
告
〉

　
一
定
の
金
額
を
超
え
る
公
的
年
金

や
私
的
年
金
を
受
け
。
取
る
と
き
は
、

所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
確
定
申
告
で
精
算
し
ま
す
。

雨私的年金めJy　　l………こｺﾞﾌﾍﾟ……………万…………保険料文体排三☆[ﾃﾞﾗﾃﾞT]

｢u9肩訳本わ輸血匹　………

|宍年で宍｣

－　4入金額　谷昌巡辿ぃ

　＝｢砺粁稀沓爺無口

入
会
後
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る

　
本
格
的
な
余
暇
時
代
が
進
み
、
山
や
若
な
ど
の
リ

ソ
ー
ト
地
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
人

々
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
数
年
、
レ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

ダ
リ
ゾ
ー
ト
≒
レ
ジ
ャ
リ
を
売
り
物
に
し
た
会

員
権
を
め
ぐ
る
も
の
で
す
。

　
〈
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
を
考
え
る
〉

　
た
と
え
ば
、
「
入
会
し
た
け
れ
ど
も
、
施
設
が
い

つ
も
満
員
で
利
用
で
き
な
い
」
「
半
年
後
に
は
値
上

が
り
す
る
か
ら
利
殖
に
な
る
と
い
わ
れ
た
が
、
員
っ

て
く
れ
る
人
が
い
な
い
の
で
困
っ
て
い
る
」
と
い
っ
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芯

「
町
民
の
ひ
ろ
ば
」
は
み
ん
な
で
恨
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
や
で
き
ご
と
を
紹
介

し
ま
す
の
で
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
町
民
室
（
勤
二
二
三
四
内
線
一
二
五
）

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

親抱きの松に

　　桜を植える
上稲葉上町自治会が寄付

　
上
稲
葉
の
上
町
自
治
会
（
小
菅
良

一
会
長
）
で
は
、
三
月
三
日
、
南
北

朝
時
代
か
ら
の
言
い
伝
え
が
残
る
「
親

抱
き
の
松
」
の
敷
地
に
、
て
ん
ま
り

桜
六
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
同
所
は
、
本
年
一
月
に
町
整
備
事

へ

心

上司自治会のみなさん

業
が
完
了
し
て
お
り
、
今
後
、
周
辺
道

路
の
整
備
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
下
町
の
黒
子
儀
一
さ
ん
が

用
地
の
一
部
を
寄
附
さ
れ
る
な
ど
、

地
元
の
熱
意
と
協
力
に
よ
り
、
立
派

な
名
所
に
生
れ
変
り
ま
し
た
。

45年ぶりの大雪
　１月31日から２月１日にかけて降った雪は、

45年ぶり（観測史上３位）の記録的な大雪と

なり、本町内でも通勤・通学の足が大幅に乱

れ､学校では始業を遅らす等で対応しました。

　
栃
木
県
体
育
協
会
（
会
長
・
渡
辺

文
雄
知
事
）
の
平
成
元
年
度
ス
ポ
ー

ツ
顕
彰
式
が
二
月
二
士
八
日
県
公
館

で
行
わ
れ
、
本
町
の
渡
辺
清
雄
氏
（
六

十
瓦
歳
、
国
谷
二
）
が
県
民
ス
ポ
ー

ツ
賞
を
、
壬
生
町
体
育
協
会
壬
生
バ

スポーツ振興で

　　　表彰される

ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
（
柳
沢
健
一
部

長
）
が
功
労
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
指

導
に
精
励
し
、
最
も
優
れ
た
業
績
を

残
し
た
人
に
与
え
ら
れ
る
県
民
ス
ポ

喜びの中央右渡辺清姐さんと同左体協バドミントン

クラフ部長の柳沢健－さん

Ｉ
ツ
賞
に
輝
い
た
渡
辺
氏
は
、
中
学

校
の
バ
レ
上
恥
顧
問
と
し
て
生
徒
に

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
教
え
る
か
た
わ
ら
、

長
年
、
町
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
育

成
・
発
展
に
尽
力
、
現
在
、
町
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
々
長
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
家
庭

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
顧
問
、
県

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
顧
問
、
町
水
泳

愛
好
会
顧
問
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て

お
り
、
活
動
面
は
四
十
一
年
に
な
り

ま
す
。

　
地
域
社
会
に
お
い
て
長
年
に
わ
た

り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
発
展
に
貢
献

し
た
団
体
に
与
え
ら
れ
る
功
労
賞
に

輝
い
た
町
体
協
壬
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
五
十
二
年
に
結
成

以
来
、
定
期
的
な
活
動
と
と
も
に
町

の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
・
協
力
し
、

特
に
婦
人
層
の
普
及
に
貢
献
し
ま
し

た
。
ま
た
、
町
や
県
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
お
い
て
も
活
躍
さ
れ
優
秀
な
成

績
を
収
め
て
い
ま
す
。
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一

県
農
業
経
営

　
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

　
優
秀
賞

　
　
１
佐
藤
健
一
さ
ん
（
鹿
島
）

　
　
―
下
稲
葉
営
農
集
団

　
二
月
十
六
日
、
県
公
館
に
お
い
て

第
十
九
回
県
農
業
経
営
コ
ン
ク
ー
ル

大
会
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
本
町
か

ら
は
野
菜
部
門
で
下
稲
葉
の
佐
藤
健

町長室を訪れた佐藤さん夫妻(中央左)、下稲葉営農

集団代表の鰹沼さんと田辺さん

一
さ
ん
（
鹿
島
）
が
、
ま
た
、
集
団

部
門
で
下
稲
葉
営
農
集
団
亘
坪
・

中
村
　
正
代
表
）
が
、
共
に
晴
れ
の

優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
Ｊ
ン
ク
ー
ル
は
農
業
経
営
の
充

実
に
努
め
な
が
ら
優
秀
な
成
績
を
上

げ
て
い
る
農
業
者
や
巣
団
を
表
彰
し

よ
う
と
、
二
年
に
一
度
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
佐
藤
健
一
さ
ん
は
、
就
農
と
同
時

に
従
来
の
米
麦
中
心
か
ら
、
イ
チ
ゴ

を
主
体
と
し
た
経
営
へ
と
改
善
を
図

り
、
現
在
四
十
三
ア
ー
ル
に
増
や
す

一
方
、
夜
冷
育
苗
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
よ
る
早
期
出
荷
の
実
現
な
ど
、
研

究
改
善
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
、
高

収
量
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
下
稲
葉
営
農
集
団
は
昭
和
五
ト
三

年
に
結
成
さ
れ
、
現
在
、
代
表
の
中

村
　
正
さ
ん
（
県
農
業
士
）
を
中
心

に
八
入
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
集
団
の
特
色
は
、
米
麦
部
門
を

共
同
作
業
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
余
剰
労
力
を
施
設
園
芸
な
ど
に
振

り
向
け
て
、
大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
地
域
の

営
農
モ
デ
ル
的
な
経
営
及
び
集
団
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

営
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
農
業
後
継
者
の
確
保
に
も
万
全
を
期

　
さ
ら
に
、
婦
人
の
労
働
を
必
要
と
　
　
す
な
ど
、
次
代
を
担
う
農
業
者
と
し

し
な
い
新
し
い
農
村
生
活
の
改
善
や
、
　
て
優
秀
な
成
果
を
修
め
て
い
ま
す
。

　
熱
戦
を
展
開

〔
〕
Ｊ
Ｊ
一
一

第
二
回
カ
ル 牡

帽

　
第
二
回
町
カ
ル
タ
取
り
大
会
が
町

教
委
並
び
に
町
子
連
主
催
で
二
月
二

十
五
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
、
町
内
の
小
学
校
児
童
一
三
六
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
日
ご
ろ
勉
強
や
パ
ソ

ン
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
な
ど
で
家
に

内
各
小
学
校
の
友
だ
ち
と
接
す
る
機

会
を
与
え
、
「
遊
ぶ
心
」
「
競
う
心
」

　
「
思
い
や
り
の
心
」
を
育
て
、
互
い

に
協
調
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、

、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
寄

は　う

　｀　と

　、実

犬施

棒　さ

か　れ

る　ま

た　し

｜　　~。　　た

ド

じ
こ
も
り
が
ち
な
子
供
た
ち
に
、
町
　
　
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
仁
愛
の
若
草
物
語
」

ひたいを近づけ合いカルタを見る目も真剣

の
三
種
類
の
カ
ル

タ
を
使
い
、
∵

二
年
と
三
・
四
年
、

五
・
六
年
生
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

熱
戦
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
一
回
戦

を
最
高
得
点
（
一

枚
一
点
）
で
勝
ち

残
っ
た
千
供
た
ち

は
、
次
に
グ
ル
ー

プ
の
決
勝
戦
を
行

い
優
勝
者
を
決
定

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
か

ら
学
校
対
抗
戦
が

行
わ
れ
、
個
人
競
技
で
各
学
年
の
高

得
点
者
六
名
の
代
表
者
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
カ
ル
タ
を
真
剣
に
見
つ
め
、
我
先

に
と
ろ
う
と
す
る
姿
に
、
親
た
ち
も

身
を
乗
り
だ
し
て
見
守
っ
て
い
ま
し

た
。

　
試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

学
校
対
抗
戦

　
優
　
勝
　
　
安
塚
小
学
校
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
（
得
点
枚
数
二
七
枚
）

　
準
優
勝
　
　
稲
葉
小
学
校
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
（
得
点
枚
数
二
七
枚
）

　
第
三
位
　
　
睦
小
学
校
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
（
得
点
枚
数
二
四
枚
）

※
な
お
、
優
勝
・
準
優
勝
は
同
じ
得

点
の
た
め
、
大
会
要
項
の
規
定
に
よ

り
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

個
人
戦
（
敬
称
略
）

　
〈
丁
二
年
生
の
部
〉

優
　
勝
　
館
野
有
美
子
（
羽
生
田
小
一
年
）

準
優
勝
　
大
島
　
　
歩
（
羽
生
田
小
二
年
）

第
三
位
　
野
口
　
尚
子
芋
生
小
一
年
）

　
〈
＝
７
四
年
生
の
部
〉

優
　
勝
　
佐
藤
　
由
美
子
生
小
三
年
）

準
優
勝
　
高
田
　
浩
司
芋
生
小
四
年
）

第
三
位
　
橋
本
　
信
也
（
壬
生
東
小
四
年
）

　
〈
五
・
六
年
生
の
部
〉

優
　
勝
　
西
島
恵
里
子
安
塚
小
六
年
）

準
優
勝
　
飯
野
　
智
行
（
睦
小
六
年
）

第
三
位
　
根
津
　
文
佳
（
羽
生
田
小
五
年
）
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あ達者　ｙ

カッフjl，

⑩上回葉７町　神永鸚きん

　
趣
味
は

　
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
神
永
勝
一
さ
ん
（
七
十
六
歳
）
と

妻
の
チ
ョ
さ
ん
（
七
十
一
歳
）
は
、

夫
婦
と
も
趣
味
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と

い
う
お
達
者
カ
ッ
プ
ル
で
す
。
チ
ョ

さ
ん
は
カ
ラ
オ
ケ
も
趣
味
で
、
あ
い

間
に
老
入
会
の
人
た
ち
と
富
士
見
荘

へ
行
っ
て
、
何
も
忘
れ
て
歌
う
の
が

好
き
だ
そ
う
で
す
。

　
一
町
五
反
歩
あ
る
田
畑
の
半
分
以

上
を
人
に
貸
し
て
、
残
っ
た
田
畑
に

稲
や
葉
っ
ぱ
、
じ
ゃ
が
い
も
、
そ
し

て
余
れ
ば
小
豆
な
ど
を
作
っ
て
い
ま

す
。
八
年
ぐ
ら
い
前
ま
で
い
ち
ご
を

作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
息
子
さ
ん
が

会
社
勤
め
な
の
で
や
め
た
そ
う
で
す
。

　
勝
一
さ
ん
は
、
昭
和
十
八
年
九
月

に
召
集
を
受
け
、
宇
都
宮
の
野
砲
兵

第
十
四
連
隊
に
入
隊
、
そ
の
後
、
満

州
で
終
戦
を
迎
え
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留

さ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
は
チ
タ
と
い
う
と
こ
ろ
に
連

れ
て
行
か
れ
、
伐
採
作
業
を
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
冬
は
寒
さ
が
厳
し
く
重

労
働
で
、
朝
ハ
ン
を
食
べ
て
か
ら
お

昼
の
分
も
い
っ
し
ょ
に
食
べ
て
し
ま

っ
た
そ
う
で
、
お
昼
は
ハ
ン
ゴ
ー
に

入
れ
た
水
を
飲
ん
で
し
の
い
で
こ
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
の

近
く
で
道
路
作
業
を
し
、
最
後
に
ナ

ホ
ト
カ
で
ブ
ロ
ッ
ク
作
り
を
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
二
十
三
年
の

五
月
に
、
よ
う
や
く
帰
国
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
’
）

が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
チ
ョ
さ
ん
は
都
賀
町
の
青
本
家
か

ら
嫁
が
れ
ま
し
た
が
、
結
婚
し
て
百

日
ぐ
ら
い
で
夫
が
召
集
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
時
身
ご
も
っ
て
い

た
チ
ョ
さ
ん
は
、
夫
が
帰
る
ま
で
の

五
年
間
、
年
寄
り
と
女
た
ち
で
田
畑

を
耕
し
な
が
ら
家
を
守
り
ま
し
た
。

　
「
五
年
間
は
長
か
っ
た
」
と
し
み
じ

み
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
タ
バ
コ
は
二
十
年
前
に
や
め
た
と

い
う
勝
一
さ
ん
は
、
酒
も
ほ
と
ん
ど

や
ら
ず
、
ビ
ー
ル
を
少
し
だ
け
飲
ま

れ
る
ぐ
ら
い
だ
そ
う
で
す
。
若
い
時

に
は
酒
を
飲
み
ま
し
た
が
、
戦
争
に

行
っ
て
飲
ま
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ

か
ら
飲
ま
な
く
な
っ
た
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
食
べ
物

は
、
勝
一
さ
ん
は
好
き
嫌

い
が
な
い
の
で
す
が
、
チ

ョ
さ
ん
は
ね
ぎ
と
ト
マ
ト

は
食
べ
な
い
そ
う
で
す
。

　
四
人
の
お
子
さ
ん
と
二

人
の
お
孫
さ
ん
に
恵
ま
れ

た
お
二
人
は
、
こ
れ
か
ら

も
お
元
気
で
、
農
作
業
に
、

そ
し
て
、
大
好
き
な
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
に
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

チピッ子アルハム

　　　甫坂大番ちゃん(仲通町)
　
昭
和
六
十
二
年
八
月
十
三
日
生
ま
れ
（
二
歳
）

　
　
（
父
）
甫
坂
　
一
　
さ
ん

　
　
＾
母
゛
　
″
紀
代
美
さ
ん
の
長
女

あ
佞
さ
ん
か
Ｓ
の
一
言

　
健
康
で
や
さ
し
い
子
に

　
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

ｏ
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
さ
れ
る
お
子
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
、
企
画
財
政
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
鰯
１
２
３
６

●’｀－

お年寄りと交流の輪
　
国
谷
南
坪
親
睦
会
（
渡
辺
キ
ョ
ノ

会
長
、
会
員
三
十
三
名
）
で
は
、
二

月
十
二
日
、
国
谷
第
二
公
民
館
に
地

元
の
お
年
寄
り
た
ち
三
十
四
名
を
招

待
し
て
、
第
ハ
回
敬
老
会
を
開
き
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
、
あ
た
た
か
く
天
候
に

恵
ま
れ
、
会
場
に
集
ま
っ
た
お
年
寄

り
た
ち
と
親
睦
会
員
は
、
余
興
を
楽

し
み
、
ご
馳
走
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

話
に
花
が
咲
き
な
ご
や
か
に
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
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幸
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努ですつな命頼うに　。思事たか

力　｀　゜の医をさにも医りゝ　　｀子　ら

し心そ生者捧れ恵理はまと供で
て豊のき　゜げる者想仁せて達す

ぃ　かた方私た医に像術んもの　゜

きなめとは野者親がｃかす命未

た人にし職口　゜切あと　゜ばを知
ゾ間もて業英黄でり言　　ら病の

田に　｀医で世熱　｀まわ　　し魔可
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ｏ　よ　に　び｀　｀　よ　明　れ　の　力ゞ　　　だ　る　4泌

W

文
化
協
会

　
文
芸
部
選

　
　
　
短
　
歌

開
票
が
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
当
確
と
は

　
　
　
　
い
か
な
る
こ
と
ぞ
選
挙
速
報

長
病
み
の
友
の
か
細
き
手
を
握
り

　
　
　
　
言
葉
す
く
な
に
励
ま
し
て
米
ぬ

巴⑨⑩凪　-ﾓ圭中学校-

秋
山
　
セ
ン

断
る
機
う
し
な
ひ
寒
き
玄
関
に

　
　
　
　
エ
ホ
バ
の
話
聞
か
さ
れ
て
ゐ
る

入
札
後
の
世
の
き
び
し
さ
を
語
り
っ
つ

　
　
　
吾
子
と
過
し
ぬ
夜
の
更
く
る
ま
で

俳
　
句

　
　
　
　
　
　
　
初
日
射
し
堆
肥
の
湯
気
の
瞭
ら
か
に

篠
原
　
マ
サ
　
　
枝
先
に
入
陽
お
し
み
て
寒
雀

　
　
　
　
　
　
　
干
柿
器
皿
は
毛
野
の
く
に
説
り

　
　
　
　
　
　
　
、
初
酉
大
の
岩
戸
の
む
か
し
よ
り

「
ス
モ
ッ
ク
」
一
年
　
伊
渾
　
裕
美

「
ス
カ
ー
ト
」
二
年
　
井
上
　
信
子

鈴
木
佳
世
子

朝
日
　
澄
子

宇
井

鈴
木

高
橋

渡
辺

秋
汀

愛
子

田
鶴

寅
八

「
ス
ケ
ッ
チ
を
す
る
友
人
Ｌ

　
　
　
　
　
　
二
年
　
大
橋
　
雅
代

「
ス
ケ
ッ
チ
を
す
る
友
人
」

　
　
　
　
　
　
二
年
　
安
田
有
紀
子
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明
る
い
家
庭
づ
く
り
の
五
か
条

刑
法
犯
全
体
の

五
〇
％
が
少
年

新
聞
紙
上
で
は
、
少
年
た
ち
の
非

広
行
問
題
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ｍ
　
ま
す
。
数
字
の
上
で
も
、
刑
法
に
違

―
－
―
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反
し
補
導
さ
れ
た
少
年
は
、
昨
年
、

刑
法
犯
全
体
の
五
〇
％
を
超
え
、
ト

二
万
人
以
上
で
し
た
。

　
警
視
庁
が
少
年
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
る
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ

ー
に
は
、
少
年
た
ち
の
悩
み
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
寄
せ

ら
れ
る
悩
み
ご
と
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
性
の
問
題
、
異
性
関
係
の
問
題

友
人
関
係
の
問
題
が
上
位
を
占
め
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
「
心
の
健
康
」
に
関

す
る
相
談
が
わ
ず
か
で
す
が
増
え
ま

し
た
。
た
と
え
ば
、
「
シ
ン
ナ
ー
は

体
に
も
心
に
も
悪
い
と
分
か
っ
て
い

て
も
、
仲
間
同
士
で
集
ま
る
と
や
っ
。

て
し
ま
う
」
「
学
校
の
中
で
も
友
人

の
間
で
も
、
う
ま
く
い
か
な
く
て
こ
・

…
…
自
分
は
駄
目
な
ん
だ
ろ
う
か
」

と
い
っ
た
悩
み
ご
と
が
多
い
と
い
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
子
供
た
ち
は
、
自
分

自
身
の
弱
さ
を
自
覚
し
な
が
ら
、
立

ち
直
り
の
き
っ
か
け
を
求
め
て
、
相

談
員
に
電
話
を
か
け
て
く
る
ケ
ー
ス

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

心

　
　
″
心
の
疲
れ
〃
や

　
　
不
安
を
軽
く
す
る

　
こ
れ
か
ら
の
進
学
・
就
職
シ
ー
ズ

ン
に
は
、
ま
す
ま
す
子
供
た
ち
の
�

の
疲
れ
″
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
珊
供
た
ち
の
こ
う
し

た
不
安
を
軽
く
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の

は
「
家
庭
」
で
す
。

　
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
の
、
明
る
い
家
庭
づ
く
り
の
ポ
イ

ン
ト
を
い
く
つ
か
あ
げ
な
が
ら
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
【
子
供
に
信
頼
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
い
ま
す
か
】

　
子
供
に
限
ら
ず
、
信
頼
し
て
い
な

い
人
の
言
う
こ
と
は
聞
き
た
く
な
い

も
の
で
す
。

　
さ
て
、
あ
な
た
は
信
頼
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

　
　
【
子
供
の
夢
を

　
　
　
　
知
つ
て
い
ま
す
か
】

　
夢
と
希
望
は
生
き
て
い
く
た
め
に

欠
か
せ
な
い
。
栄
養
″
で
す
。
子
供

の
将
来
の
た
め
に
多
く
の
も
の
を
見

せ
、
聞
か
せ
、
話
し
合
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
　
【
子
供
の
様
子
を

　
　
　
　
　
見
て
い
ま
す
か
一

　
心
や
体
の
問
題
は
、
早
め
に
発
見

し
て
治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

変
調
を
見
落
と
さ
な
い
た
め
に
も
、

放
任
や
無
関
心
は
禁
物
で
す
。

　
　
【
ご
両
親
の
仲
は

　
　
　
　
　
良
い
で
す
か
】

　
両
親
の
争
い
は
、
子
供
の
心
を
傷

つ
け
る
最
も
大
き
な
原
因
と
な
り
ま

す
。
ま
た
石
伏
の
信
頼
を
な
く
し
、

反
発
を
招
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
　
【
家
庭
で

　
　
　
く
つ
ろ
げ
ま
す
か
】

　
心
が
疲
れ
て
く
る
と
、
耐
え
る
力

が
弱
く
な
り
、
問
題
を
起
こ
し
が
ち

で
す
。
家
庭
は
、
学
校
な
ど
で
疲
れ

傷
つ
い
た
と
き
の
心
を
ぃ
や
す
オ
ア

シ
ス
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
ぃ
の
で
す
。

親
は
こ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
と
自
覚

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ゴ
ー
ル
デ
、
｀
ウ
ィ
ー
り
に

心
と
体
一
リ
フ
し
ツ
、
ン
ュ

　
　
　
ハ
ソ

心

ご
寄
付

　
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付
者

○
金
口
一
、
ハ
○
八
円
　
（
五
回
）

　
　
稲
葉
地
区
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
全
裸

○
金
三
〇
、
〇
〇
〇
円
　
（
四
回
）

　
　
　
　
南
犬
飼
カ
ラ
オ
ケ
協
会
裸

○
全
一
、
二
三
六
円
　
渡
辺
寅
八
様

○
金
二
、
〇
〇
〇
円
　
匿
　
名
　
裸

○
全
一
七
、
三
三
四
円
　
三
回
）

　
　
　
　
　
　
壬
生
町
商
工
会
裸

四

二
ｎ
Ｈ
（
・
ｓ
）

・
軽
自
動
車
税
（
全
期
）

・

ｈ
Ｕ
Ｕ
≒
ド

）

　
（
納
期
限
四
月
二
十
七
日
）
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